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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録
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する事。

＜連絡事項＞

· 11月にインフルエンザ予防接種があります。スタッフ・患者様の接種希望締め切りは10/6となります。患者様に関しては、家族連絡は後日になります。

· 荒屋敷　チエ様～10/7、10/17の他科受診時、弟様もスタッフと一緒に行くそうです。その際今後について再度説明が必要と思われますので、説明内容は阿部が用意します。

＜皮膚科＞

· 村山　トシ様～全身　急性湿疹　治癒

· 内城　由蔵様～デルモゾールＧ軟膏→オイラックスへ変更

· 鈴木　正長様～皮膚の痒み・状態改善みられない為

抗ヒスタミン剤　２Ｔ　２×ndE　本日夕から７日分処方

＜褥瘡状態報告＞

· 塚田　昌　様～仙骨部の褥瘡あり。処置（アズクロ・ラップ）、体位変換、保清などに

気をつけ、ケアを行っていきましょう。

· 峰田　満男様～褥瘡発生リスクが高い患者様です。体位変換や食事・保清等に気をつ

　　　　　　　けていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・織田比佐子様～歩けないからとホールに座っていることあります。ホールまでもゆっくりですが、歩くことできるため見守りしながら移動するように声掛けしていきましょう。疎通性や認知機能維持しており、症状の進行防止に努めていきましょう。今後は個別的な関わりも提供していきます。

・木村　敏　様～声掛けで活動に参加されています。以前よりも表情和らぎ、話し掛けにも笑顔で応対しています。活動も他者とトラブルなく、最後まで参加できています。引き続き機能維持を図っていきましょう。

・内城　由蔵様～活動中も口数多く他者とのトラブルが考えられます。また、他者から「うるさい」など言われるも気にしない様子です。周囲に対して悪影響が考えられるときには個別での対応お願いします。

連絡事項

今月から、２Ｆのプログラムグループに変更があります。Ｃ・Ｄ・Ｅグループの３グループでの活動となります。（Ｅグループは個別的な関わりとなります）記録は、Ｄ・Ｅは同じ用紙に記録する形になりますのでお願いします。

＜田名部Ｄｒ担当患者様ケースカンファレンス＞

· 塚田　昌様～血圧高値続き、顔面の高潮、両上下肢の浮腫も持続。降圧剤内服中。

　　　　　　　 Ｄｒ：心不全の可能性あり。明日胸部レントゲン、心電図、採血施行の指示あり。その結果も含め、再検討して行く。

血圧・尿量・浮腫・食事などを含めケアを展開。

· 鳥谷部　国光様～食事の際、始めは開口するが、徐々に溜めこみみられ、開口しなく

　　なってしまう。むせ込みなし。体重８月初旬から4kg減。尿量も以前より減っている。

　Ｄｒ：主食量を半量とし、各食アイソジェン1P（トロミつき）を提供。アイソジェンを優先的に食べてもらう。

· 木ノ下　ツヨ様～以前より夕食後「寝方がわからない」と他者やスタッフへ訴え、部

屋に来てもらい寝せてもらう、もしくは教えてもらっていた。最近では16：00頃より同行為みられ、他者とのトラブルのもととなる。

Ｄｒ：他者とのトラブルに気をつけ、経過観察とのことです。

＜担当業務　中間報告＞

＜担当業務＞

洗濯　　　担当者：本川、廣瀬、庭田

＜業務内容＞

・業者洗濯の患者様の一ヶ月毎の洗濯代金の設定（個々の患者様の一ヶ月毎の洗濯衣類の計算）

・業者洗濯の方の洗濯衣類合計の用紙印刷（毎月２５日を目途に印刷）

・家族洗濯の患者様、業者洗濯の患者様、自己洗濯の患者様の区別

＜中間業務報告＞

・毎月の衣類を計算し、衣類の洗濯合計の用紙を印刷し、医事とも連絡を密にして来たため、予算設定をオーバーする患者様を出す事なく、金銭的な面でのトラブル無く、現在に至っている。

・転入患者様が合った場合、家族洗濯か業者洗濯なのかしっかりと把握し、各患者様のＢＯＸを迅速に設け、業者洗濯の衣類を入れるバケツに、家族洗濯の方の一覧表を貼り付け、スタッフ全員が周知できるようにし、間違いがないようにした。

・前年度、家族洗濯の方の洗濯依頼表を新しくしたことにより、担当者となっていなくとも、スタッフ間で、情報交換し、連絡が円滑になったことだけでなく、スタッフ一人一人が責任を持って連絡、受取ができるようになった。

・ユニット編制改革により（Ｃ，Ｄユニット）、業者洗濯の汚れ物入れのバケツをユニットから出した事により、若干ではあるが、臭い対策にも繋がったのではないかと思う。

＜下期に向けての行動計画＞

· 前期で、業者洗濯の患者様の毎月の洗濯予算額を各受持ちスタッフで周知できるよう、カンファレンスで報告していくとしていたが、毎月カンファレンスで報告出来ずにいることが多くあった。各受持ちスタッフが、患者様のことを把握し、責任もっていけるようにする為に、今後は、欠かさずに行っていきたい。

· 以前、家族洗濯の患者様のご家族から、衣類の間違いがあると指摘を受け、さまざまな案を考えてきたが、決定的な対策を立てられないままとなっている。今後、考えた案を決定し、家族様からの信頼を失う事のないようにする。

＜担当業務＞

カミソリ管理　　　担当者：庭田

＜業務内容＞

· 電気カミソリ使用している患者様のかみそり管理

· カミソリの状態をチェックし、破損している場合、

家族様へ連絡するように各受け持ちスタッフに呼びかける

・患者様のカミソリの破損状況のチェック

· カミソリ保管場所の整理整頓

＜中間業務報告＞

· 全患者様のカミソリが破損しているもの、カミソリが無い患者様をチェックし、各受持ちスタッフに呼びかけ、患者様の御家族に連絡し、新しい物や修理に出してもらい、破損したカミソリをなくし、かみそりの整理をする事が出来た。

· 他スタッフにも協力を得て、Ｃ・Ｄユニットのカミソリの保管場所を、移動し、各患者様個々に手作りのかみそり箱を設置した。そのことにより、スタッフが、日常で使いやすくなり、患者様の衛生面での援助がしやすくなることにも繋がったのではないかと思う。

＜下期に向けての行動計画＞

· 転入患者様のかみそり管理がまだ不十分である為、再度カミソリ保管場所の整理をしていく。

· 日常のカミソリ破損などのチェックを怠らずに実施していく。

· Ｃ・Ｄユニットの患者様のカミソリの整理は出来たが、Ｂユニットの患者様のカミソリ整理がまだ出来ていないため、実施して行く。

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜担当業務＞

・護送・担送　　担当者：板橋　広大

＜業務内容＞

· 毎月患者様の護送・担送の見直し

· 毎回入院・転入等があったら随時更新

・　護送・担送の一覧表の作成と更新

＜中間業務報告＞

・上半期では患者様の転入・退院等があったら早急に更新が滞った部分が多々ありスタッフの皆様に早急に提示が出来ず、周知の徹底を図る事が出来てませんでした。又、カンファレンスにて、見直しの検討をしないまま時が過ぎてしまって実際に自分の担当業務を達成出来なかったと思います。

＜下期に向けての行動計画＞

・下半期は、上半期の反省点を改善し、迅速な情報提供とスタッフの周知・徹底を図れるよう勤めていくと共に、積極的にカンファレンスを用いて情報交換を行い、見直しをして生きたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜担当業務＞

・義歯管理　　　担当者：板橋　広大

＜業務内容＞

· 毎月義歯状況の見直し

· 転入等があったら義歯にネームの有無の確認と依頼（担当Or家族への連絡）

· A～Dユニットの患者様の義歯の状態等の一覧表の作成と更新

＜中間業務報告＞

· 上半期は患者様の義歯の有無・ネームの有無の確認・義歯一覧表の作成と更新が迅速に行う事が出来ておらず、スタッフの周知徹底がなっていなかったと思います。又、義歯の保管場所についても管理が行き渡らなかった点もあり、清潔面に対しても不衛生な面がありました。義歯洗浄に対しては始めはしっかり家族へ連絡を行い、洗浄の曜日と何時の時間帯に洗浄を行うのかを決めて行ってきましたが、途中で中途半端になってしまい周知徹底がなっていませんでした。全体としては担当としての業務を果たす事が出来ていなか　　ったと思います。

＜下期に向けての行動計画＞

· 上半期の反省点が多々ありますが、A~Dユニットの患者様の義歯の有無を周知・徹底を図ると共に、随時一覧表の更新と作成を確実に行って行く事と、義歯洗浄に付いて明確な洗浄方法（何時何処の勤務帯で誰が行うか等）をカンファレンスを通して話し合い、実行していきたいと思います。それと義歯の保管場所についてもカンファレンスを通して話し合い、保管場所を決め、清潔保持に努めていきたいと思います。







